The Study on problems of the exchange activity that is conect with local industry : The Case Study of exchange Activity in Hasami town, Nagasaki prefecture by 澤田, 章 et al.
(杜)日本都市計画学会 都市計画論文集 No.1013ニ005年10日
Jl"mEL/(車hfC中P/ulmtlngITZSTilLtef,Jt-2Pun.N(一･JO13.OL･JL)be･r.:005
162.地場産業に依拠した交流事業の現状と課題
―長崎県波佐見町における産業振興を目的とした創作家受け入れを事例として―
The Study on problems of the exchange activity that is conect with local industry 
-The Case Study of exchange Activity in Hasami town,Nagasaki prefecture-
澤田章　後藤春彦　田口太郎　井上由梨
Akira SAWADA Haruhiko GOTO Traro TAGUCHI and Yuri INOUEuhikoGOTO.TaroTAGl.lCHIandYuriINOUE
川し:､i:ト･､･し･､-ll卜･t･:車 Lミ=･､:こ.･t,LL･tl≡し.こ汀'L三.･し∵ ･し､ト:1し-lLこtL､-ト i:J I､一.:JL.:=･､…八､トミー昭,∴.しい喝Jd
､Liit､:､!､･I-tL!■･･ぎ:､;･､三こい;＼I-ミ;!-邑､.‥＼= :.i卜･､'.こ!､こ､い､し･.-ト!し･､∴.-.､}:･､∴ ､∴:い､‥LE/ー!､!.t､;-J.Hi･:I1-辛 J.1
1日 .{･∴ '･､･…:"I:l-IL･至:し･LL･:ふtL･lL､棚,し･h･卜＼･こl-:I1､･-L･一二▲-ト､､t･∴･∴･言/!こし…!･こ･5L･Ll!:-ミ
:'1l-･.こい･!L:I･ミ-ト:一･m､＼､i､:-し≠lミ'LhL･:､＼い･:＼LI;下 し･:.三･l､･･､:∴ L∴･､.I:＼･∴.I:暇､∴.し一;1号｡1.･し･t､･ミL･
し●;､､･-･-､一･ ト-1L:,;'ゝ･どこ::LL･.､･いL＼t…1蔓;卜-･王∴ヾ い･;t･∴二､･､L.ミ.･､･I/l1･し･＼:､≡･∴;･Jt､Hr･し= ･:山ミ!･､･こ
'･･卜＼LJA:I:l･､･;.tミ∴､･∴!‥･J･:＼､-1･･三日､l:～;!い＼l日ミ､I."･＼､.:.＼
Keytvord: E.whanぎCActljlrily,Locallndustr.V,t･TrbanInhabitant
交流活動
1.はじめに
1-1研究の背景
近年､地場産業の衰退した地域において､ 都 市 住 民 と uT )ー 交
流によって地域(･T.)活性化を図る環七な事 業 が 多 ･く 見 ら れ る .
これらLpT)事業は､住民･J)意識向上や地 域 ミニり 多 uilT 的 価 値 を 再 発
見十か7)に成果を上げてきた,J実際に ､ 新 た な 産 等 を 創 出 し
､ 一← ● ● 一
題･軌られる等,Jj効果が報告されている こ｢
こうした交流活動は地域に新た な 来 訪 者 や ､ 産 業 を も た
らすことになるが､地域LT_)人々J}文 化 は あ く ま で そ の 地 建茸
に古くからある産業に根付いたも の で あ り､ 交 流 に よ る 意
識向上はこうした地場産業oj活 性 化 に 寄 与 す る も の で あ る
ことが本来望ましいニ
1-2研究の目的
本稿では､郡市住民との地 場 産 業 に 依 拠 し た 交 流 活 動 の
新たな可能性を示す｡窯業を 地 場 産 業 と す る 陶 器 の 産 地 が
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いるかという点に着目し.､受け入れる地場 産業 crI-担 い 手 J)
意識を対象に調査を進める｢窯業従事者の交流事業 に 対 す
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課題を明らかにすることを目的とするっ
1-3研究の位置づけ
都市住民との交流が地場産業地域に及ぼす 影響 に 関 し て
:こ､ 一∴' .:∴∴ ∴･,･･十 '･ ･ ､∴ ･'1
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地場産業 都市住民
的 な 茅 責 集 落 維持に寄与する効果を明らかにしているO本
稿 は ､ 都 市 住 民 と の 交 流事業に関する一連の研究U-)流れを
汲 む も の で ､ 地 場 産 業 の 衰退した地域において行われる､
地 曙 産 業 に 依 拠 し た 交 流 事 業 の抱える課題を扱うものとす
る ｡
1- 4 研 究 の 方 法
3 章 で は ､ 窯 業 の 生 産 工 程 を ､ 窯 業 関係者への聞き取り
調 査 か ら 把 握 す る ｡ ま た ､ 交 流 事 業 従 事 者の類型化と交流
事 業 毎 の 交 流 形 態 を 聞 き 取 り調 査 よ り把 握 する｡4章では､
ア ン ケ ー ト調 査 と 聞 き 取 り調 査 に よ っ て 把 握 した､交流事
業 に 関 係 し た 窯 業 従 事 者 の 属 性 別 ､ 交 流 形 態 別 ､事業別に
交 流 事 業 の 効 果 と 問 題 点 に 関 す る 意 .R を 整 理 し 分 析し､そ
の 評 価 と 課 題 を 明 ら か に す る ｡
2. 対 象 の 概 要
2- 1 対 象 の 選 定
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別 作 家 を 受 け 入れる交流事業を行って い る｡本稿では､町
内 で 行 わ れ た 地場産業に依
拠 し た 交 流 事 業である ｢駆
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2 - 2 対 象 地の概要
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1 3 -I?-/6 を 生 産 し て お り ､ 全 国 で も 有 数 J I) 窯 業 産 地 で あ るとい
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対 応 し た 生 産 を 行 い ､ 町 内 有 数 の 産 地 と な っ た ｡ 現 庄でも､
地 区 内 業 者 の 団 結 が 強 い ｡ .
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た に 開 拓 さ れ た ｡ 高 度 成 長 期 に は 磁 器 の 大 量 生 産 に よ って
町 の 窯 業 を 支 え ､ 現 在 ､ 町 役 場 な ど の 公 共 施 設 が 集 中し､
大 型 工 場 の 集 ま る 波 佐 見 町 の 中 心 と な っ て い る ｡
3 . 交 流 事 業 の 概 要 と 交 流 形 態
二 つ の 交 流 事 業 の 内 容 を 表 1 に 示 す ｡
ま た ､ ア ン ケ ー ト 調 査 お よ び ､ 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を表
Z に 示 す 1-,
3 - 1 従 事 者 の 関 わ る 産 業 工 程
交 流 事 業 に 関 わ っ た 従 事 者 の 行 う 産 業 工 程 を ア ン ケー ト
調 査 よ り 把 握 し た ( 図 2 ) ｡ 下 記 の よ う に 3 つ に 類 型化し
た ( 図 3 ) :J
( i ) 全 工 程 型 : 商 品 生 産 の 工 程 と 商 品 開 発 を 担 う 窯 元従
表 1 二 交 流 事 業 の 句 ず
出 場 養 鯉 無 筆 纏 搬 亘
も の づ く ウ の た g Ji の 人 相 潜 成 一 学 生 間 .女 将 倍 増 ミ 湊 と 濁 漣
雪 辱 2 年
主 催 は 溝 吐 旦 那 ､ 発 け 入 れ 接 中 程 C ) 自忠 波 佐 見 町 で 活 動 を し て ｣ ヽ る 確 言 や 寮 が潜 入 餌 に 企 画 ､ ケ リ ー ン ク ラ フ ト ツ ー
リ ズ ム 研 究 食 が 主 塔
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沖 卓 也 に あ る 傾 き 韓 公 乳 中 毒 叱
辛 休 み と 春 休 み の 2 臥 一 遇 間 程 度 薬 類 :i…召 夏 休 み の 二 十 日 間
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図 2 : 窯 芸 に お け る 産 完 工 穏
…鞍 襲 主幹 ……………≡;≡
メ;や ぎ
妻姦 塞 き………;妻…
妻至芸 寒 沸
請董 嘗宣 誓t 蟹 襲 撃 牽 牽 魂 療 牽 牽 …
; &竃東 雲 藁 苧 苛 鷺 基 礎 遷 苧 空T も 車 型 製 造 畢 故 事 都 ｢ ｢ 窯 元 確 卦 - J- - fT T l 子羊 号 売 却 萄 1走 尊 者 [享
窃 Tr 葦 5 号
+ - --著i重量藁 翼∃整
= := _ ∴ ~ ● - ~ .･ ∴ ･ ~ i T.1 ･ ･ ･ 一 ･ ･
図 3 : 属 性 と 担 う 役 等 Iの 開 床 函
事者を指すLl
(i)分業工程聖 : 隻
地製造業従事者､石 督
製造業従事者､元卸 商
など､産業工程を 担 い
商品開発を行わない 従
事者二
(ii)開発重視 型 : 商
品開発を行い､生 産 工
程にはほとんど関 与 し
ない窯元従事者 を 指 す ,I
責 2 ニ 従 事 者 へ の 調 音 牧 草
敏 雄 閉 環 沓 整 名
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そ の 他 ､ 商 品 開 発 を 行 う 関 連 業 従
事者も含む√.～
3-2 各交流事 業 に 関 わ っ た 従 事 者 の 属 性
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(表3)O
その結果､以下 の よ う な 特 徴 が 明 ら か に さ れ た (.メ
られる｡
(i)分業工 程 型 : 業 車 重 と し て は 元 卸 商 が ほ と ん ど で あ り ､
｢wS.｣にの み 見 ら れ る (〕
(ii)開発重 視 型 : 業 種 と し て は 窯 元 と 関 連 業 者 に 分 け ら
れ､それぞれ ｢▲ 駆 出 上 ｢-w s ｣ に 見 ら れ る . ま た ､ 後 継 者
について､血 絹 に よ る 継 承 で は な く ､ 打 也 元 で 焼 き た い と
いう人が欲 し い 二 と い う 意 見 の よ う に 柔 軟 な ｢ 新 し い シ ス
テム｣を望 ん で い る こ と が わ か っ た 0
3-3 各 事 業 に お け る 交 流 場 面
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緒にいる時間を取り上げ､(.i)交流会 (2)制[/F活動 (3)
作品を展示 (4)EJ常での交流 (51その他の 5つに分ける｡
こ1.l- L'･､∴:/:･二一､･∴ I.∴､∴_ ;､
3-4 交…充形態の整理
各事業における交流形態を図に示した (l図 5)｡
以上より､二つの事業の一一連のプログラムの中には､生
活サポート､技術指導 ･アドバイス､作品鑑賞 ･講評､窯
業に関する会話､日常会話の五つの交流形態の存在してい
ることを把握した｡
4.事業の評価と問題点に関する意見
従事者の事業の評価を､属性､交流形態 と事業の三つの
観点より整理し､図6に示す､つ
ごG代､3(⊃代の窯允は､望島台I二
世rT3時には い るが､その遵U?三
ア ドバ イ ス
従業鼻が絵 付 け､ ろ くろを 教 え る
場合もある｡ 基本 的 に は 口出 し を
しない｡
⑥自分のとこ ろで は 主 に絵 付 け作 業
を行うが､ ア ドバ イ ス 的 に 最 低 覇
の;t主意をす る ことL;i/Tは コ出 しを
しない.
⑳碁本的には五 人 の 意 志 で
後はのぞく程 度 ,
･llh当 番部 で窯 実 を しておi,l遅いとき
は 1時 か 2時 まで十三等していた｡
⑮ 貰 IL?は茨 甲 まで や っていて葦し入
れ L,た い く らい だ った｡
った子 の 作品 J.?み 見た｡
分たちで 制作 LJた 器 に ∃作 の 料
理を盛って 夕食 を ご馳 走 に な った
E]常 で の 会 話
タイル を展 示 した｡
町 民 との ふれあい
:: ~∴ ‥ ∴ ‥ ･ :. :
どuT73人 が 誌 LJか けてくれた,
なで歌を歌 った｡
悪果に滞す る念 .陪
の 誌 モ した り｡
気の合う子 とは食 事 を した り｡
地域との 関わ り
I; ∴ ∴‥_ ∴ . ... ･-
子もいたD
1■ 1 -:… 了 ~･ ･
… " A-､こ rJ. I-･.‥
主 菜 に Baす る会話
･:I ･∴ ~ :_3 1 ･I
:J:I: 一 ･ ●■ ~
日常 で の 会 話､
京 菜 に服 す る会悪
一二: ( ' ,･
接 したの は熱 愛 と夕貴｡
入 先 と 共 に過ごすEl
図 4 :交 流 場面と交流,75J感整理
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4- 1 属 性 別の評価
･一∴ I: :･I.･∴ . ._ l I ､ '. '､･ I
トは図 6中 の 見出 しと対 応 して い る _二ノ
(i) 全 工 程型 :一部 で 自らの 仕 事 へ の 活 用 が 見 られ た'l
･､.∴ : ･ .一~ ‥ . :､ ･ .. ∴ ~二 ∴
I_､l･い 一･ ∴ /,､J . ､ I./I . ●∵ ●:. : -
い ･:I.･/' -:-.･∴ ∴二 It.1' /･ ~1. ∴ : ､ ･･1.ー∴ I:I,
･.'∴_,/.'､.圭 ._;こ,i:.1･./I.I:.-':･∴ ∴･ ●､･ . .･ ;'･ ･'∴ 二
･.T .::_:I.､~･,･-. ミ丁:.二二 _ ∴ .,:･ ･二
以上か ら､全工程型 の従事 者 に と っ て ､ 生産 工 程 の 全般
に関与 している点が､ 発想 を 自 ら の 仕 事 に 活 用 し た とい う
評価につながった と考 え られ る .A_,
(i)分業工程型 ∴TF学生 の焼 き 物 に 対 す る 姿 勢 は 見 習 い た
. .＼i_:, 一･.･･., ∴ ､I.lJ I: / ~ ●･-小′･ :二 一
･＼ ∴ -I･.∴･∴■I/二l∴ ･ 一 1., ､ 二 ､ .I :' .､
りなや り方を選ぶが､それ は そ れ で 少 量 生 産 に 応 用 で き る
I.･.●.I. ･. ･`● ･二一.･I .･ .`" . . I
という評価が見られた一｡
以上のように､分業工 程型 の 従 事 者 は 外 酢 情 報 を 得 た な
どか ら､事業を評価 してい る が ､ 実 益 に 結 び つ く よ う な 地
場産業の振興に結びつかなかったと考 え て い る こ と が 伺 え
る｡
(ii)開発重視型 :ilF自分の考えを変えるようなデザインで､
/ I-. ､･-i･∴--I. こ.: ･ 1. ■‥ . ~~.●､､ I
r､_･･.､･二二､~.･'･-'_ ･∴ ∴ ミ~I.:.∴ ニ
::I-､ -､i･ミ'1.1 三 l二 .` I .･ 'I_:'.･.II'
る｡
以上から､開発重視型の従事者にとって､商品化できる
ような発想を得る部分で､事業を評価していることが伺え
また､他の従事者には見られないが､その後の交流で人
材を活岡できたなど､事業によってできた人脈を活用 した
ことが伺える｡.
4-2 交流形態別の評価
各交流形態における評価を表6に示す.,
｢生活サポー ト｣や ｢日常会話｣では､窯業の作業場 と
表J二｢呼出｣rWS｣の交流場面とその内容
ノ史流去 r取出Jで杜､位唱とLT?共同でおこなわれ､やけ丸十号克以外にも､モ凄首,自治会役員耳も招待される.奉加巷の受け一＼れ文が沫謀する:特と鼻.終日に
jうt-Jれ
制作讃艶 ｢駆出｣では､寮元も従車母も尽せ串の注常やfドバイス軒なことだけiiえ､
耳本的に口出し与しない〇号け入れを号うわふい二軍元も､生水蝶演や二β貴壊し出
Lと行った丹三で取頼みに関わる
rwsJでは､早宮のみて行い､その噂に受け入れ世帯はおらす舟嬢的な
tA見られな七､つた一生満潮や全面吋にサ′ポートLJていたや
作品展示 T駆出Jでは十†乍品展示◆耕辞令という幣で行われる,三OEjP.で部咋した
rlcnJ)展示と,それに蘭する講評食であるや
｢ws ､-キヨ､末位した専攻の展示､二年旨十鞍時平での尽ホ駁黄と
いう形でTj-bれた.まr=､取組みの韓三春である町案とのふれあいも号ら十L
日常でt刀 ｢駆出｣では.食辛の善し入れや､気のすう奇加舌L_i.+沫食草せ共にすることある.こうした常傭では､頒布 知識 菜鼻もあるJ葉上､㌻芋生の中で-涛にグランドゴjLフ軸やる書で鵬 にとけ込ん〃十もいた.Jという尊卑のiう
一丈;充 に,地域1主民と埠触するて喝面も見られる.
rwsJでは､I:D丈溝尊歯が大部分せ占めているせ食事C3闇の合法で満った
r)､また､{夜通ししゃべ-3Trlというケー スも阜られ七〇
rvs｣でti､七七､日に受け入れ碑と草加省令潮音が休み青みニ過ごすヨがも
その他fZ) けちれたす㌻普通の古漬として溌しんだj土いう尊卑にも見られるようしこ､お
9ー69-
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仕 事 に 活 用 し て い な い ｡
. ~.. :' t ･; ･.∴ ･ :
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芸5:属性別の評価
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塗 発想を生産工程に清掃(G)Ti云銃諌二三を復活させ市場に来演させたfG-3)∫r寄与濁+t方で,?生たちカ､らヒント iS+i(G-～)J商品の発想 得るtC) 商品の発想を渇たのは､従事者が帝品駕発を行
つているためであると考えられるJまた,仁i
工 技法を実現に清市できたのは､従事者が全て
程 工程に関わっていろために可希土なったと考え
盟 られる.
令 真束への音欲を縛る(A) 生産工程の発想を得るためには,悪寒の具林的
r早生の凍書物に文てする書 なやり敬つがLi､尊であり､従事者が分業された
努は見習いたい(A一一2)J 工程に額与していることが重要な要素である土筆
義丁 -外部情確を碍る(Bj ス_ヒれる.また､果菜への意欲を碍たり､若手の人脈を絹
S ることが出来たのは受け入れ.世帯か高率軒層で
辛 商品の発想を祷る(C) あったた竹と考えられる
rわざわざ遠耳ウなやワ 全休として､仕事に活用できたと言った戒凍冶規
を潔ぷが★そ約はそれで らflないが､取態lみの孟平価に苛する怠兄嫁阜く
音号音に応捕できるfD一一三一J 覚られた一
開発登嶺 真東への膏欲せ得る(A) 整贋ヱ程の聴憩を将変形は､開発蚤凝塑硲従事凄
商品の発想を得る(CーT白十の考えを食えるようなデザインで､清掃しと思っている{トごOlj が､常長の工程に軽薄仰与しないため､溝にイ云培
にとら七れない工程の老化与求めているためであ
ると考えられる寸溌焚き商L=T'Ljに溝糊できたのは､
裂く乍に現してヰ演の和裁があったた吟と考えろIt
番や
車 発想を帝晶化に活用(ド) またt他の従事者にはなかった人巾cD溝構うヾ卑L
人材を活用(川Tや据倍に淡紫号凍させ鮪∫､しても与ったfH-23)i ウ､魯汁F潔と糸榊で仕事香しやすかつたのと､一文
や代について常軟に考えているため部件'東と,
ウ手として対寺な榊環を凄くことができたたやと
分業工程型
京菜への悪欲を得る
■学生の､夜通しで作業す
るという姿勢､焼き物へJ)
努は見習いたい
●嵐示の仕方で､学生た
ち か ら ヒ ン ト 雪 子等 ,T= ものは
あ る ②
商 品 の 発 想 を 肖 る ( C )
● 土 類 の コ が 人 Er J ･# に な
っ て い る 作 品 や ､ 等 妹 を
百 も 千 も か い て い る 作 品
は 印 象 餌 だ っ Jt ⑥
商 品 の 発 想 を 得 る ( C )
● 作 海 の 技 三両 L , ベ ,lLlが 葛
い 作 品 は よ く 貰 え て い
+ - 舞 茸 法 的 に 克 行 が 薫
た と 思 っ て い .し づ三 流 漬
溝 を 三 淀 が _F / r 等 き /:r空 清
さ て た 茨 :'三 も t,B る ｡ こ れ
は 市 掛 こ 売 退 き t を ,t ③
部情報を得る
T 字主に､過去の作品モ
見せてもらったが､女の
テ ら t .1 か ら す 荒 を 佳 っ た
オ ブ ジ ェ つ く っ て い た
1 若 い 人 の 誌 は ､ と て も
い い 情 報 /,i と 思 う
q 学 生 の 嘩 合 は 原 型 か ら
韓 て 方 を '? く る IJ ) に 異 様
に 暗 闇 を か け る o b さ 寸コ
さ 遠 瓦 つ の や り 方 モ
B そ れ は そ れ て ､ 少 憩 多
品 種 主 産 に 応 用 で き る か
も し れ な い Jが
苦 手 の 人 脈 を 得 る ( E )
書 等 普 'D や r,1 取 り を 何 度
う ､ 行 っ た
■ 今 寺 の ･2 _L休 み は ､ 山 だ ,
､ ら バ イ ク で l乳 ,L K :に 来 る
こ と に ㊥
p - - ~.- ~ - ･一 - - - ~ - ~ ~ ~lr ll 1 - ~ 一 I l1 - - 1 -■ '. ~- ~` . 1 1 ~ ~ ~- ll
[ 亘 垂 ] - ‥ 地 場 産 業 限 定 ⊂ = = = ⊃ こ 限 定 で な い
l _ _ _ ._ _ _ _ _ ._ _ - _ ._ 一 ･一 _ _ - .■ ー _ _ _ - _ _ _ _ _ _ 一 ･一 一 一一 ._ _
に 関 す る 会 話 ｣ で は ､ 既 存 の 生 産 工 程 を 変 化 さ せ る ､ 発 想
を 得 る と い っ た 評 価 が 見 ら れ た ｡ 窯 業 の 生 産 工 程 を 具 有 す
る こ と で ､ 従 事 者 は 自 ら の 技 術 を 教 え な が ら も 既 存 の 生 産
: ･/ I.. _ ～ .I ' '･. ∴ ‥: I_･ ..: ~-. . ,: ･
の 交 流 ｣ で は ､ 手 紙 な ど の や り 取 り を し た り､ 仕 事 を 共 同
で 行う な ど の 交 流 が 見 ら れ る ｡
衣6二交涜髭態別の効果の整理とその分析
∴
ませへのー欲を誇る(A) 連番者が制作活動に直接蘭やつた七けて
3m 恩与溝サボ-ト T字主tD凍苦竹に対するi努は鼻音いた叫A一一21j はないが､生活面で全奇的なサポートをしたことで､台与の仕事L,+j悪衣が高まつた○
ミ生産工程の発想を得るtD)警警莞警護 蓋曇違憲雷撃宴lg;蓋霊澄ま某-＼の意欲を得る A 従事者が､割や寮の製作工程に直凄軍わ
ることでー寸土事への番欲が高まり､また
自らの商品C}生産工程や発想をISた○
七ご . 嶺 品の発想を誇るtC) 案帝の作品がその噂にあり､これをもと
警還票策 萱霊慧霊警豊霊長漂豊富k,3tにして講評することで★帝品に溝席できるような発想を碍たす
十栂域経済の活性化 阜Ti作寮の副やに即して韓に怒裁かなくて
野預での意義凝 還蓋登慧重患 雷獣 も埠解でさて,かつ町科こはない,車た
な倍額を得ることで,地域巧の竜雑音化
につながった}
警慧墓轟 等萎董妻董義挙藁碧空慧蔓剥ができつつあるJ 箪賓の阜摩工港に常する菰鼓手古いに韓
ち合わせており､常方にとって情報文藻
しやすく､仕事にも活用しやすかつた.
そ舜後鰻 流 墓掌霊莞 詣 る緩さ 交浩の堆鏡によって実益につながる薄黒がl
湖東重視型
T 熊粋に海器を作ろうというテJ#Jt与は栗･fトでよかったC波ら
･17:)鳴き物への芸勢こ言頭が下がる
商品の発想を碍る(C)
● 今 まで考えられこなか･=.たところに栄やかな全,-r焦っており､
写 報 告更けることが多い
● 大 字生の怒性には驚かされる｡例えば壌き功の中に手続を問
･l Z - ‥ ･● ､･::品 が あ った
暮 ワ - クショップで.:言､棚ヨモイメ-ijしたフランク･-に雫いた ⑫
● 自 分たちは製や韓考LT､至言を考えて芸台をデザインするのだが
芋 三 た ちはこれを小さくデザインL,/+C｡こ
も の で .どこかこ活用したいと思っている
生 産 工程の発想を得る(D)
● .荒 さ な葦~吉相いて言語象皇つな表現モしていた芋三が面≡かったe
4 工 程 を古く所が亙≡い｡剖えば､笥込みのとき本村のりを持T
き て 古 松 笠を作った:J"Jいた ⑬
! TL =..i =芝王Lig認
+ 生 徒 がデLJ-ィナ一事韓所に勤¢て､そのってJT-仕事が窯たこ
と も
手 tl去 っ て もらった
+ 物 販 ,rdにざま淫鼻噴きを留-,1下して-I.らったO
● 三 年 くらいの周期で､常に斉しい子が入ってくるL,7)がありが
た い ｡ そ L7)テ運U?頂竜がまJtありがたい
その他取組関係者
Q E≡E:aヨ詔 }
IiSl絹o:･結果､学生が軍≡
L73呉三預や上等会L,I:･晃､天雪L,?
になり､桜鞠祭J)
こ毎回軌 ､に来る ⑳
商品の発想を得る(C)
暮植木二を植えるところがた
くさんあるプランター､イ
ソギンチT,タの突起みたい
のがたくさんついているも
の､題名と作品があまりに
び･?たりきている作品もお
もしろかった ⑳
+ 鮭やかな曽硬いに潔い
-pIl.=T '.'･I:I-.-.
4 救えることで白や･の蔓溝
三吉がてきるO自分の原点
思い出すし､考え方が空
●,nrtl居誉人が多い地域なL,?
で､こういった手芸軸はいい｡
自治体全十朱も至人体剥がで
つつあるJ享年極的に韓に加1
れるようになりつつ透る
交流汗三態 暮ニLvVSのコメント ･=_t匡出のコメント (.p-⑮ :,3性書番号 ;_______._____________________________________.____________J
12)6:敬.!且みの評価にBaする意見整理
-970-
｢ 作 品 鑑 賞 ･ 講 評 ｣ と ､ ｢ そ の 後 の 交 流 ｣ で多様な評価が
み ら れ る ｡ ま た ､ ｢ 技 術 指 導 ･ ア ド バ イ ス_i｢窯業に関す る
会 話 ｣ 等 o _) 地 場 産 業 に 関 わ り の 深い交流 形態 でも､多 くulj
評 価 が 見 ら れ る O た だ し ､ これ らは削作家が学生であ る こ
と に 起 因 し た 評 価 で あ る ことが伺われる｡
4 - 3 交 流 事 業 別の評価
｢ 駆 出 ｣ で は､り地域での意識変化 "や 弓出城経済 J)活 性 化 '一
な ど の意 見がみ られたO この理由 として､窯元連 合 の 連 携
が あ り地域 内の受け皿が整 ってい ること､時間 を か け て 事
表7二取組み別の評価の整理とその分析
十∴:十二鼓iミ※※ ㌧容十∵∴=:∵∴∴∴十∵∴∴+.繁:i;i+1十∴十∴亮t+.i+
範出しVS+番品の発想を得る(仁一発想を商品化に活用咋) 中黒強直においては_セ区号俸で受け入れてい
ることと.地域巧の寄元連合C3連湊が尊いこと
発想を生産エ掛こ活用lG)人材活用tH) から十地域での意薄ま化や,せ環境済活性化に
つながっている
j tJま+t､取鴇みて樽七人吋刀仕事へで清司や
冨某へのせ敏を薄る(A一生庵工程の発想古林る(DJ外部特車を得る岬)商品の発漕手滞るtC? 経済の活性化があつたの括､九号湖態戻して行
つているためてあると考えられるう
雪嶺みの或異として,ij:事への清濁が見られ
苦手人脈碍 亡) なかったホこれは､髄津革帯+jて轄いたせ湊
(辻 ) 日 本 都 市 計 画 学 会 都 市 計 画 論 文集 Ik,. Li O - 3 二 0 05牢 1 0 月
J lmrTl'LL ')flhe･CL'O･PILJlmilLLFI,ZJ.(ilLte,･/jLPtJn.N･,･ J 0 - 3 . O L Ll ,,h err . コ 0 05
業 を 行 う こ と で､ 相 続 的 な 活 甲 が 可 能 と な っ て い る こ と の
二 つ が 挙 げ ら れる O
｢ w s ｣ で は ､成 果 の 仕 事 へ の 清 掃 が あ ま り み ら れ な か っ
: - ∴ :I . . 工 l､ . : -- . 二 一 ･ ･: ' ∴ `. ' ､
か っ た た め と ､ 継 続 年 数 が 短 か っ た た め で あ る と 考 え ら れ
る ｡
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た D 二 つ の 事 業 に お い て ､ 交 流 す る 時 間 か 不 足 し て お り ､
交流そのものに偏 り が あ る こ と が 指 摘 さ れ た _.I, ま た ､ 従 業
員との話し合いがなく､分業で商 品 が で き る と い う 商 品 生
産の過程が理解されておらず､作品を誼【与封ヒ す る と い っ た
観点が欠落しているといった指摘も見られたこまた､共 同
で作業することによる技術の流出を心配する指摘も見られ
た｡こうした商品化するという観点の不足や技術流出への
意見は､一部､開発重視型従事者にもみられるが､全工程
型従事者に多くみられる｡これは､自ら工程e･E=関わってい
る全工程型従事者に窯業の技術を重視する傾向があるため
であると考えられる､,
また､受け入れる別作家の地域への定着が稚しいことも
指摘されている.
5.まとめ
交流活動による評価と問題点のまとめを図Lqに示す.地
場産業に依拠した交流活動には以下の三点の課題が考えら
れる｡
(1)業者間で異なる効果
開発重視型において､発想の商品への活用や､人･f寸の活
用等､自らの仕事に結びつく効果がみられたD一方､分業
工程聖は自らの仕事に結び付けるような成果はみられな
かった｡全工程型では､事業によって得た発想を生産工程
に活用したという評価のある一方､事業に作品を商品化す
るといった観点が欠落しているとの意見もあるO
地場産業に関わりの深い削作家を受け入れた交流事業の
ため従事者からの評価が多く毘られるが､評価が業者間で
異なっていることが伺えた.)
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本稿で扱ったこの様な交流活動は､開発重視型や､全行
程望U}-増頼)従事者に とっては有効であったといえるC,令
後､交流事業を こうした従事者中心の取 り組みに移'T71して
ゆ くことによ り､交流事業を継続 してい くことが期待され
る,ニまた､全工程型か ら出された意見のように､作品0)商
品化や若手誘致 な どの将来像を持 って事業展開すること
で､広 く事業の担い手を確保することも期待できる.ニ
(2)交流形態の選択
十● ●:..tこ● 一二- ･.: ._.1'･ '､･二一･二･∴ ･･､.lt
｢窯業に関する会話､｣等の､従事者の 自らの作業場内での
交流や､仕事で取 り扱 っている様な作業を取 り入れた交流
のような､地場産業に関わ りの深い交流形態で､多 くの従
事者の評価が見られる｡
しか し､分業工程聖か らは時間の不足を指摘す る意 見も
み られ､事業によっては こうした交流が十分に行えていな
い環状が伺えたD また､全T_程型か らは､こうした交流に
よる技術の流出に対する不安の意見も見られたt､
地場産業に関わ りの深い交流形態に対 しては､従事者か
らの不安 もあるが､ こうした交流事業を行ってい くことが
従事者の評価を高め､取組みへの意欲を高めるのに有効で
あると考える｡,これは､受 け入れ る創 作家 として ｢作陶豪
を志望す る首都漁の学生.iを取 り上げたため､中にHt､受
け入れたUT)が学生でt･,7つた ことが従事者の評17酎こ大 きく畏三
響 した点 もみ られた｡
(3)事業の継続
地場産業に依拠 した交流活動の場合､事業後の交流を評
価す る意 見が多 く見 られ る｡本稿では特に､町によって比
棺的長 く継続された ｢駆出｣において､従事者が交流によっ
て構築された人脈を活用する例がみ られた｡まだ 2度 しか
開催されていない ｢WS｣ では こうした評価がまだみ られ
ないが､民間が担 ってお り､今後事業を継続することで新
たな産業振興における役割を 果たす ことがで きるもの と考
えられ る｡ このように､地場産業に依拠 した交流事業では､
安定 した事業継続のできる しくみ等が望 まれ るが､長期的
には従事者が事業の成果を仕事に活用できる点で地場産業
の活性化に寄与 していると言える｡
(注釈)
(11本稿では､窯業に関わりの深い都市住民で､作陶零を志望する
首都歴にある美術系大学陶芸科在籍J_)学生U-,)ことを指し､こLT.)学生を
凱作家とするO
(2)以下これを､地場産業に依拠した交流活動と呼ぶ｡
(3)窯業では､商品の売り上げを増やすことや市場調査だけではなく､
技術を継承できる人材を育成したり､商品の芸術性を高めることも産
業振興に含まれる｡本稿では､こうした長期的な視点の事業も産業振
興を目的とした事業に含むこととするC
(4)交流形態とは､交流場面において事業従事者の取る所作のこと
を指す｡
(5)昭和/16年､｢陶磁署呂デザイン試作研修会 ｣として､長崎県窯業
センターが主催したのが始まり.,一一時中断J)後､平成8年に町が企画
し､中尾地区と協I-]Lて再び立ち上げたのが現在の ｢駆け出し陶芸家
塾｣となっているO
(6)平成15年Lp･り夏と16年J_)杏l)二度行われたぐ運営責金lJL､グl.]-
ンクラフトツーリズム研究会と民間の寄付金によ･つてほぼまか:LTわれ
ている.｡
(71波佐花町は､町内業者が一体とな･')町内の窯業を支え､行政と
開拓や商品間登､新設備導入などに関して町が寄与するところは大き
い｡こLT)ように､波佐見町の交流事業は官民が相互に支え合い意か 三`)
産業振興をはかってきた.
地場産業に依拠した交流事業もこの流れを汲むものてある｡｢駆出｣
は行政主導で始められた事業であり､~WS｣は民間から始まった事業
である∴ 駆[_iJと rtrvsJは個別r)取り組みでるが､共に参加者を限
定し､将来こり人材を育成するという長期的な補点でJ.)利益追求を冒的
としてる｢
(8)E]本LT)高度成長間には､急速な需要L/T)増加に対応できず丘使地
在では桜陶際など地区内で活発にイベントが'(:]-･われているO
(9)波佐見町における初期の生存は､申局地区をはじめとする丘陵
地に!登竜されていたが､明治-一大正にかけて個人でも所有可能な単葉
が萱喝し､平地への進出が可能となった.,窯業振興地域は､これ1‥邪茸
に開拓■された地域である｡
(_101)別業時斯は､ 1連覇式窯により､丘陵地での主産･を行っていた
時期了□単葉登場によI.)､平地での生産が~可能となった時期 tu戦後
の技術革新によって､大農生産が可能となった時期の三つに分けたく.
(ll)後継者について把握することで､窯業地域として L7)次世代o')課
題を明らかにするために7Lrンケート調意に含めた｡
(12)交流場面とは､事業の中､来訪した副作家と事業従事告が.Ilk.告
にいた場面を指す｡
(13)図にある英数字は評価に対応してお･-)､また､意見〔り引用J)場
合 :コメント (評価に対応した英数字一従事者番号)iのように表示
することとする｡.
(l･い 葉菜の場合､商品J.澗3状や発想が売り上げに直接関わるため了商
品L'T)発想を得る:ことも評価に含めるものとするc
L15､1活用とは､事業によって得たものを実益に直接結びつくように
利活用することを指す｡
(16)地元業者L･T).r仕事に対する意欲｣が高まることも効果に含める.I,
なお､意欲が高まるとは削作家J)作業姿勢に刺激を受け､自らの窯業
への婆畢告を見直すことを指す｡
(17)既存の生産工程を見直すことで､商品OL)幅が広がる可能性があ
るため､｢生産:_r.程の発想を得る_jことも勤累に含めるものとする｡
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